
2026年 10月 18日 

日本特別ニーズ教育学会「第 32 回研究大会優秀発表賞」の授賞について 

日本特別ニーズ教育学会代表理事 田部 絢子 

同 理事・研究委員会委員長 髙橋 智 

2026年 10月 17日～18 日に開催された日本特別ニーズ教育学会第 32回研究大会における

若手チャレンジ研究会・自由研究発表の研究発表のうち、下記の「研究大会優秀発表賞規程」に

基づき、分科会座長の協議・推薦および理事会における審議により、日本特別ニーズ教育学会

「第 32 回研究大会優秀発表賞」を決定いたしました。以下の 4名の発表者の方が「第 32 回研

究大会優秀発表賞」を受賞されましたので報告いたします。 

 

【若手チャレンジ研究会】 

受賞者：高橋美芳（日本大学文理学部教育学科 4年） 

発表題目：日本における「逆境的小児期体験」（ACE）経験者に対する支援と課題 

 

受賞者：山口未羽（兵庫教育大学大学院学校教育研究科修士課程 2 年） 

発表題目：多様な困難を有する若者の学びと成長・発達を支える中学校夜間学級の役割と課題 

―教員と卒業生へのインタビュー調査から― 

 

受賞者：有我紀子（東京学芸大学教職大学院教育学研究科 2年） 

発表題目：国立大学附属小学校の特別支援教育の教員意識に関する研究 

―意識構造と支援の相関から― 

 

【自由研究発表】 

受賞者：阪本彩加（奈良女子大学大学院人間文化総合科学研究科博士後期課程 2年） 

発表題目：草創期の奈良女高師附小における児童の特徴と個に応じた教育の実現 

―「低能児」「成績優等児童」及び「特殊部落」児童の比較を中心に― 

 

 

10 月 18 日の第 32 回研究大会クロージングセッションにおいて、理事会より発表・表彰

（賞状授与）が行われました。 


